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な
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収
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収
狩
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西
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れ
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蛸
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懲
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す
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茄
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す
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す
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す
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植
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磯
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落
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さ
ぐ
｡
敬
に
こ
の
上
に
父
床
土
を
五
-
六
寸
に
つ
み
'
同
じ
操

作
を
く
り
.返
す
o
使
用
前
に
硬
に
よ
く
切
り
ま
ぜ
て
､
卑
7凪
が
ぬ
け
た
ら

用
い
る
o
ク
ロ
ー
ル
ピ
タ
リ
ン
は
人
､体
に
常
影
で
あ
る
か
ら
へ
胤
の
な
い

Lr
に
捕
ち
つ
い
て
什
封
す
る
樺
に
件
意
す
る
｡
柑
来
れ
ば
嘩
丁
を
ビ
ニ
ー

ル
か
儲
む
し
ろ
で
撃
っ
て
二
迎
雌
以
上
た
っ
て
か
ら
よ
く
税
押
し
ガ
ス
を

去
り
'
使
用
に
当
つ
て
は
ふ
る
い
を
か
け
る
よ
う
に
す
る
｡

苗

床

初
期

の

管

理

濠
の
温
位
は
惑
い
力
が
よ
い
｡
三
十
か
ら
三
十
五
度
C
迄
吟
1<
丈
夫
で

ある
o
そ
れ
概
況
携
り
鞘
は
市
制
で
あ
る
O
朱
鹿
家
況
墜

冷
床
或
い
は

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
一
つ
は
‥山
つ
輔
が
:j州ま
し
い
｡

此
の
よ
う
な
碓
殻
が
あ
る
と
FB
温
多
湿
の
下
で
新
芽
さ
せ
へ
南
瓜
'
胡
瓜

で
は
三
-
四
日
'
･L
マ
ト
四
-
五
日
､
茄
五
-
六
日
で
耶
芽
が
揃
う
C
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